
























ており、ルターの「詩篇歌」に影響を受けた 1542 年の The Geneva 
Psalter の「読者への書簡」で、以下のようにその意義を述べている。
And in truth we know by experience that song has great force and 
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vigor to move and inflame the hearts of men to invoke and praise 
God with a more vehement and ardent zeal. It must always be 
looked to that the song be not light and frivolous but have weight 
and majesty, as Saint Augustine says （Epistola 55. 18. 34）, and there 
is likewise a great difference between the music one makes to 
entertain men at table and in their homes, and the psalms which 
are sung in the Church in the presence of God and his angels.











レメン・マロ（Clément Marot）やテオドア・ド・ベゼ（Théodore de 
Bèze）の「詩篇歌」に親しみ、のちの英国における詩篇歌の発展に大
きな影響を与えたのである。彼らのひとりにジュネーヴ聖書の主な翻訳
者であり、重要な英語の「詩篇歌」、いわゆる“Sternhold and Hopkins 




1696 年までに 700 版以上がさまざまなサイズで出回っていたという。
（38）2）スコットランドにも 1564 年に伝えられ、1650 年に Scots Metrical 
Psalter が刊行されるまで使用された。新大陸のピューリタンたちに用
いられた Bay Psalm Book もこれに基づいている。「詩篇歌」はエリザベ





世・第 1 部』で、フォールスタッフが己の放蕩三昧を棚に上げて、“I 
























情感によって解明された』（Pia Desideria Emblematis, Elegiis et affectibus 
SS.Patrum illustrata, アントウェルペン、1624 年）と、アントウェルペ
ンのイエズス会修辞学学院の 9 名の生徒たちによって作成された『世界
像―世界の災厄と危険、神的愛と人間的愛の対立がエンブレムによって
解説される』（Typus Mundi, in quo eius Calamitates et Pericula nec non 
Divini, humanique Amoris Antipathia, Emblematice proponuntur, アント
ウェルペン、1627 年）を基にしている。5 巻で構成され、各巻に 15 の
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エンブレムが掲載されている。これは、フーゴの 15 編の Psalms of 
Degrees（詩篇 120―134 番、または Songs of Ascents と言われる）と、





















2）改心、3）自己についての瞑想（Meditation upon one’s own sin and 








（Robert Parsons）の Christian Directorie（Rouen, 1585）やガスパー・
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ロート（Gasper Loarte）の Exercise of a Christian life, trans. by Stephen 
Brinkley （Rheims, 1584）といったカトリック派の瞑想の手引書に対抗
して、多くのプロテスタント派の手引書が書かれた。最初期の瞑想の手
引書、Seven Treatises, Containing…the practice of Christianity （1603）の
著者、リチャード・ロジャーズ（Richard Rogers）は、イグナティウ
ス・ロヨラの確立したカトリック派の瞑想法を次のように非難した。
A “ridiculous tying men to a daily taske of reading some part of the 
storie 





























の義認を得られるのか、この問題と密接にかかわるのは詩篇 51 番 4 節
である。（Hamlin 177）「痛悔詩篇」の真ん中に位置するこの詩篇は
クォールズにおいても重要視されている。詩篇 51 番 4 節は、パウロの
「ローマの信徒への手紙」3：1 ～ 4 に基づく。
Agaynst the onely have I sinned, and done evell in thy sight: that 








な魂に（“On my black soul”, ソネット 4 番 1 行）」、どうすればこの地
で改悛できるのか教えてくれるよう（“here on this lowly ground, / 
Teach me how to repent,”ソネット 7 番 12―3 行）、神に懇願し、キリス
トの血で清められ（“wash thee Christ’s blood”, ソネット 4 番 13 行）、
あるいは情熱の炎で焼かれ（“Burn me O Lord, with a fiery zeal / Of 
Thee and Thy house”, ソ ネ ッ ト 5 番 13―4 行 ）、 作 り 変 え て ほ し い













Rowze thee, my soul, and dreine thee from the dregs
Of vulgar thoughts: Skrue up the heighthed pegs
Of thy sublime Theorboe foure notes higher,
And higher yet; that so, the thrill-mouth’d Quire
Of swift-wing’d seraphims may come and joyne,






















図 1　Francis Quarles, Emblemes, The 
Invocation
（124）





An Embleme is but a silent Parable. Let not the tender Eye checke, 
to see the allusion to our blessed SAVIOUR figured, in these Types. 
In holy Scripture, He is sometimes called a Sower, sometimes, a 
Fished, sometimes, a Physitian: And why not presented so, as well 
to the eye, as to the eare? （“To the Reader”., A3）
ここでいう寓話（Parable）とは、イソップのような教訓話ではない。
















As in all Impreses, there is a bodie, and a soule, as they are termed; 
So both are here without any affectation: The Soule of it is the 
Motte, or Word, Holinesse to the Lord: The bodie, is the subject it 
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selfe… Bells of the horses…The Israelites were charged to make 
their Embleme the Lord of God; for their posts, for their garments. 
But these things must not be written upon our walls, or shields 
only; They must be written upon our hearts; else we are as very 
painted walls…Happy is it for us , though we write no new 
Emblemes of our owne, if we can have this holy Imprese of God, 





















詩篇 51 番 5 節より採ったモットーを持つヒエログリフ 1 番をみてみよ
う。〔図 2〕 “Behold I was shapen in Iniquity, and in sin did my mother 
conceive me.”というモットーで、罪を負って生まれた「わたし」すな
わち人間は、炎の消えた小蝋燭（“I am a Tapour wanting light”）であり、
むなしく歩む巡礼者（“Pilgrims they did spend their idle steps”）、闇の
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図 2　Francis Quarles, The Hieroglyphs 

















ングは、歴史ある町で、ホリー・ルード教会は、1543 年 7 月にメア











クの習慣を改めさせようとした。また、“Blast of the Trumpet against 


















ルズの『エンブレム集』第 3 巻の冒頭におかれたエンブレムと、 同じく
第 3 巻 13 番のエンブレムの 2 つが、ウロボロスで囲われた円形の面の
なかにまとまって彫られている。〔図 3〕こうした 2 つのエンブレムの
図像がひとつに収められている墓石は、例外的に手の込んだものである
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図 3　John Service の墓石（西側面）
筆者撮影













クォールズのエンブレムの銘文、“Are not my dayes few? Cease then, 























図5　Francis Quarles, Emblemes （1635）, 
The Entertainment of Book 3.
（130）
えるスクロールに似た部分には、“Ah Lord”, “Oh that”, “Alas”と記され
ていて、これらの矢は、《アニマ》の嘆きや苦しみを表象していると思
われる。そして、《アニマ》の口から発せられているのは、この図像の
意味を明らかにする「詩篇」38：10 からの銘文、“Lord, all my Desire 
is before Thee, & my groaning is not hid from thee”（「わたしの主よ、
わたしの願いはすべて御前にあり、嘆きもあなたには隠されていませ







何度も再版されたイエズス会のエンブレムブック、Adrian Poirters, Het 
daeghelycks nieuvwe-iaer spieghelken van philagie （アントウェ ルペン、
1673）の冒頭のエンブレムに用いられており、広く受け入れられていた





























“Sis fidelis usque ad Mortem”、
右のほうのには、“et dabo tibi 
Coronam vitae”と彫られてい
る。これらは、クォールズの銘
文、“Be thou faithful unto 





用 句 で あ る。 こ の 図 像 は、
“Farewell”と記された向かい
90



































例である。クォールズの初版から 1639 年の第 2 版まで、5 巻 14 番のエ




































King’s Chapel のチャーチ・ヤードに立つ 1678 年に 23 歳で亡くなった
ジョゼフ・タッピング（Joseph Tapping）の墓石もまた、クォールズか
図 10　Joseph Tapping の墓石（1678） http//www.
　　　 hawthorneinsalem.org, 16, Oct. 2015, （Photograph 





Josselyn, fl.1638―75）という 1638 年と、1663 年からの 8 年間、2 度にわ
たりニュー・イングランドに滞在した著作家の文章にもみられる。彼は、
マサチューセッツでの滞在を記した Account of Two Voyages to New 
England （London, 1674）で、次のように記録している。1638 年 7 月 11
日、彼が ボストンを訪れたとき、 “… presenting my respects to Mr. 
Winthorpe the Governor, and to Mr. Cotton the Teacher of Boston 
Church, to whom I delivered from Mr. F. Quarles, the poet, the 
Translation of the 16, 25, 51, 88, 113, and 137 Psalms into English 




妻が原稿の返還を求めた手紙が残っているが、現在、訳稿は 詩篇 1 か
ら 8 までを写したと思われる Portland 手稿しか 現存しない17）。ただし、
コットンがそれらを Bay Psalm Book（1640）に取り入れられたかどう
かは不明である。ジョン・コットンは、1633 年、国教会による非国教
徒の迫害を逃れて、ウィンスロップに招かれ家族とともにボストンへ
渡った。彼はそこで 1633 年から 52 年まで最初の教会の teacher を務め
た新しい教会組織である組合制（Congregationalism）を代弁する人物
である。著作も多く、なかでも何十年間もピューリタンの子女を教える
カ テ キ ズ ム と な っ た Milk for Babes, Drawn out of the Breasts of Both 
Testaments （1646）は、1701 年ごろ The New England Primer に合本され
るのだが、アメリカ初の子供向けの書であり、その意義は大きい18）。











































図 11　John Foster の墓石（1681） www.



























1 ）　ルターの 1513 年の年初の講話は、「詩篇」についてであり、彼の最初の
出版作品は、韻律を付けた「詩篇」と「聖歌」であった。詳細は Hannibal 
Hamlin, Psalm Culture and Early Modern English Literature （Cambridge: 
Cambridge University Press, 2004）, 22―3 を参照。
2 ）　スターンホルドとホプキンズの「詩篇歌」の成立や多方面にわたる影響
については、Hamlin, 前掲書の第一章を参照。
3 ）　シェイクスピア『ヘンリー 4 世・第一部』からの引用は、Jonathan Bate 










訳詩篇との関連は、James Doelman, King James I and the Religious Culture 
of England （Cambridge: D. S. Brewer, 2000） 第 7 章に詳しい。
6 ）　ロジャースからの引用は、Barbara Kiefer Lewalski, Protestant Poetics and 
the Seventeenth-Century Religious Lyric （Princeton, NJ: Princeton University 
Press, 1979）, 149 頁に拠る。
7 ）　ヘルトゲン、前掲書 52 頁に拠る。
8 ）　The Book of Common prayer に基づく。もとは、1539 年の Great Bible に
収められた Miles Covedale の翻訳である。
9 ）　ダンの引用は、Donald R. Dickson ed. Norton Critical Edition: John Donne’s 
Poetry （2007） に拠る。
10）　Lewalski、前掲書 122 頁。女史は第 2 章で、Diodati の寓話の定義を「詩
篇」の文学的特質と関連づけている。
11）　Gerald Hammond and Austin Busch trans and eds. The English Bible: 
King James Version, vol. 2 （2012） に基づく。
12）　Karl J. Höltgen, Aspects of the Emblem: Studies in the English Emblem 
Tradition and the European Context （Kassel: Edition Reichenberger, 1986） 
第 3 章参照。  
13）　墓石の分布は、以下を参照。Michael Bath and Betty Willsher, “Quarles 
on Scottish Gravestones” in Emblems and Art History （Glasgow Emblem 








イエズス会図像の研究』《中央公論美術出版、2007》第 17 章、334―52 頁
において、聖ザビエル像の展開と目録を提供している。
16）　ジョスリンの著作の引用は Höltgen, “New Verse by Francis Quarles: The 
Portland Manuscripts, Metrical Psalms, and the Bay Psalm Book （with 





18）　Bay Psalm と New England Primer との関連は、Daniel A. Cohen, “The 
Development of the New England Primer”, Children Literature 5（1976）, 
pp.52―7 を参照。
19）　Bay Psalm Book 成立に関しては、The Bay psalm Book Being a Facsimile 
Reprint of the First Edition, printed by Stephen Daye at Cambridge, in New 
England in 1640 中の Wilberforce Eames によるイントロダクションを参照。
20）　近代初期英文学や文化に及ぼした詩篇の広範な影響とその重要性に関し
ては、Hamlin, 前掲書に詳しい。
21）　たとえば、以下は Salem のチャーター・ストリート墓地にある Nathanael 
Mather の墓石（1688） である。〔図 12〕翼とスカルを上部に配し、銘文に
は“An Aged person / that had seen but / Nineteen Winters / in the 
World”と記されている。この人物が 12 歳でハーバード大学に入学するほ
ど優秀であったが、若干 19 歳で亡くなったことを表している。彼について
は、以下を参照。Sidney Perley, The History of Salem Massachusetts, vol. 3, 
231―32.
図 12　Nathanael Mather の墓石（1688） http://
www.hawthorneinsalem.org, 16, Oct. 2015 




Lewalski, 前掲書、第 5、6 章、および Michael Bath, Speaking Pictures の第
7 章、特に 160―168 頁を参照。
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アトランティックなエンブレムの受容と変容」（平成 24 ～ 27 年）お
よび同「近代英国のエンブレムと宗教文学の相関性に関する研究」
（平成 27 ～ 29 年）の成果の一部である。
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